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An overview of development plan for seismic PRA methodology for high temperature gas-cooled reactors (HTGRs) 

is discussed focusing on seismic fragility analysis.  
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実用高温ガス炉の確率論的地震リスク評価手法のための地震フラジリティ評価手法の開発を実施してい

る。提案手法では、地震ハザード評価と震源断層の破壊過程を考慮した地震動シミュレーション(断層モデ

ル)により作成した評価地点の地震環境に適合した地震波群を、入力地震波とする(図 1)。これにより、地震

ハザード評価で考慮する不確実さを踏まえた地震フラジリティ評価が可能となる。また、事故への寄与が

大きい地震動強さ範囲に限り、構造物の非線形性を考慮して実施する時刻歴動的応答解析の結果からフラ

ジリティ曲線を求める(図 2)。さらに、広範囲の構造物や設備が同時に地震の影響を受ける共通原因故障を

考慮する必要がある。提案手法では、応答や耐力について、それぞれの偶然的不確実さと認識論的不確実

さの相関としてモデル化することで、共通原因故障の影響を考慮する。提案手法は、実用高温ガス炉等の

地震に対するリスクを評価し、設計変更等安全性向上の必要性を検討するために資するものと考えられる。 
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図 1 地震フラジリティ評価の入力地震波作成手順 
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図 2 提案する地震フラジリティ評価手法 
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